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川
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市
　

   

体
育
協
会

　

市
体
育
協
会
の
加
盟
団
体
か
ら
、

今
回
は
薩
摩
川
内
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
を
紹
介
し
ま
す
。

【
競
技
の
紹
介
】

　

ラ
グ
ビ
ー
の
基
本
ル
ー
ル
は
、

15
人
ず
つ
の
２
チ
ー
ム
が
楕
円
形

の
ボ
ー
ル
を
取
り
合
い
、
相
手
陣

地
の
ゴ
ー
ル
に
持
ち
込
む
こ
と
で

得
点
し
ま
す
。
手
足
を
使
う
こ
と

が
で
き
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
選
手

が
タ
ッ
ク
ル
な
ど
で
相
手
の
進
行

を
阻
止
す
る
、
迫
力
た
っ
ぷ
り
な

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

【
沿
革
・
活
動
状
況
】

　

昭
和
49
年
発
足
以
来
、
ラ
グ
ビ
ー

の
普
及
発
展
、
地
域
社
会
の
体
育

向
上
、
親
睦
融
和
を
目
的
に
、
42

年
間
の
活
動
を
継
続
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
も
、
小
・
中
・
高
校
生
や

社
会
人
、
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
を
対
象
と
し
て
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
中
核
を
成

す
社
会
人
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
県
内
で
ト
ッ
プ
の
実
力

を
維
持
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、
長
年
に
わ

た
る
社
会
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、

文
部
科
学
大
臣
よ
り
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の

日
本
代
表
の
健
闘
に
よ
る
ラ
グ

ビ
ー
人
気
を
契
機
と
捉
え
、
今

後
は
、
子
ど
も
や
女
性
で
も
参

加
で
き
る
タ
ッ
チ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
＊
１
）や
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー（
＊
２
）

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
高
校
生
チ
ー
ム
で
は
、
本
市

に
定
着
し
た
合
宿
大
会「
高
校
ラ

グ
ビ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
」

を
軸
と
し
て
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
底
辺
拡
大
に
向
け
、
草そ

う
も
う
く
っ
き

莽
崛
起

（
＊
３
）の
精
神
で
前
へ
進
ん
で
い

き
ま
す
。

（
＊
１
）

　

タ
ッ
ク
ル
の
代
わ
り
に
タ
ッ
チ

を
す
る
こ
と
で
安
全
に
競
技
で
き

る
ラ
グ
ビ
ー

（
＊
２
）

　

タ
ッ
ク
ル
の
代
わ
り
に
相
手
選

手
の
腰
に
つ
け
た
タ
グ
を
と
る
こ
と

で
安
全
に
競
技
で
き
る
ラ
グ
ビ
ー

（
＊
３
）

　

志
を
持
っ
た
一
般
大
衆
の
団
結

こ
そ
が
、
大
事
を
成
し
遂
げ
る
原

動
力
で
あ
る
と
の
意
。

【
本
協
会
所
属
チ
ー
ム
の
紹
介
】

◎
社
会
人
チ
ー
ム

　

毎
週
日
曜
日
10
時
か
ら
約
２
時

間
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
練
習
を
、

川
内
川
宮
里
公
園
で
行
っ
て
い
ま

す
。
県
１
部
リ
ー
グ
所
属
チ
ー
ム

で
は
、
さ
ら
に
自
主
練
習
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

■
参
加
大
会

▼
南
日
本
ラ
グ
ビ
ー
大
会

▼
県
民
体
育
大
会

▼
県
協
会
主
催
７
人
制
大
会

　

な
ど

◎ 

惑わ
く

チ
ー
ム（
選
手
年
齢
40
歳
以

上
）

■
参
加
大
会

▼
九
州
惑
大
会

▼ 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ラ
グ
ビ
ー
交

流
大
会

 

◎
高
校
生
チ
ー
ム

　　

選
手
の
実
力
は
高
い
も
の
の
、

部
員
数
で
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
各

高
校
単
独
で
チ
ー
ム
が
組
め
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

■
参
加
大
会

▼
九
州
高
校
新
人
大
会
県
予
選

▼
県
高
校
７
人
制
大
会

▼
九
州
高
校
総
体
県
予
選

▼
県
１
・
２
年
生
大
会

▼
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
県
予

　

選
◎
小
学
生
チ
ー
ム

　

小
学
４
年
生
ぐ
ら
い
ま
で
は
脚

力
、
体
幹
の
強
い
児
童
が
男
女
を

問
わ
ず
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
大
会

▼
県
新
人
ミ
ニ
ラ
グ
ビ
ー
大
会

▼
川
内
カ
ッ
プ
ミ
ニ
ラ
グ
ビ
ー
大
会

▼
鹿
屋
カ
ッ
プ
ミ
ニ
ラ
グ
ビ
ー
大
会

▼
フ
ァ
イ
ナ
ル
マ
ッ
チ

【
問
合
先
】

▼
会　

長　

車く
る
ま
だ田　

隆り
ゅ
う
じ二

（
23
）７
１
７
１

▼
理
事
長　

中な
か
う
ち内　

功こ
う
い
ち一

（
25
）１
１
０
０

▼
問
合
先　

寺て
ら
ぞ
の園　

良り
ょ
う
す
け介

 （
29
）３
６
１
１

【南日本ラグビー大会】

【川内カップミニラグビー大会】

【九州高校新人大会県予選・
強豪鹿児島工業高校との試合】

【パンツの色は年代ごとに決まっています】

▼
指
定
日
＝

　

｢

景
観
重
要
資
産｣

平
成
22
年
10
月
１
日

　

｢

景
観
重
要
樹
木｣

平
成
23
年
３
月
28
日

▼
所
在
地
＝
東
郷
町
南
瀬

▼
資
産
の
説
明
＝

　

雄
株
は
、
日
露
戦
争（
１
９
０
５
年
終
戦
）

に
参
戦
し
た
方
が
、
凱が

い
せ
ん旋
記
念
と
し
て
佐
世

保
よ
り
種
子
を
持
ち
帰
り
、
南
瀬
小
学
校
正

門
に
植
え
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
小
学
校
移

転
の
た
め
、
児
童
が
手
車
に
積
ん
で
現
在
の

場
所
に
運
び
ま
し
た
。
雌
株
は
そ
れ
以
前
の

明
治
25
年（
１
８
９
２
年
）頃
、
現
在
地
に
植

え
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
方
々
は
、
先
人
へ
の
感
謝
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
の

よ
う
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
、
寄
り
添
う
こ
の
夫
婦
イ

チ
ョ
ウ
を
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

雌
株
：
高
さ
20
ｍ
、周
り
２
ｍ
62
㎝（
写
真
右
）

雄
株
：
高
さ
23
ｍ
、周
り
３
ｍ
95
㎝（
写
真
左
）

　

地
域
の
声

　

南
瀬
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

花は
な
だ
は
や
み

田
早
美
氏

　

夫
婦
イ
チ
ョ
ウ
は
、
夏
に
は
大
き
な
日
陰

を
作
っ
て
語
ら
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
に
は
葉
が
金
色
に
輝
き
、
見
る
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

小
学
校
は
残
念
な
が
ら
、
来
年
３
月
を
も
っ

て
閉
校
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
夫
婦
イ
チ
ョ

ウ
は
南
瀬
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
で
大
切
に
保
護
し
、
見
守
っ
て

い
き
ま
す
。

▼
指
定
日
＝
平
成
23
年
３
月
28
日

▼
所
在
地
＝
里
町
里

▼
資
産
の
説
明
＝

　

里
町
は
本
土
に
最
も
近
く
、
甑
島
の
玄
関

口
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
風

の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
域
で
、
先
人
た
ち

は
丹
念
に
玉
石
を
積
ん
で
石
垣
を
築
き
、
厳

し
い
自
然
と
と
も
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
人
々
の
営
み
や
島
の
歴
史
を
物
語
る
景

観
と
し
て
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
べ
き
私
た
ち

の
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
声

　

里
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

純す
み
う
ら
よ
し
た
か

浦
嘉
孝
氏

　

甑
島
が
誇
る
伝
統
的
な
玉
石
垣
の
景
観
を

守
る
た
め
、
地
域
の
人
々
に
よ
る
門
口
前
道

路
の
掃
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
甑
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
カ
ノ

コ
ユ
リ
を
植
栽
し
た
り
、
盆
の
時
期
に
は
古

い
に
し
え

人び
と

の
供
養
の
た
め
の
竹
灯
籠
も
灯
し
た
り
と
、

こ
の
地
区
な
ら
で
は
の
工
夫
も
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
通
り
に
住
む
こ
と
に
対
す
る
誇
り

と
郷
土
愛
が
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
深
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

 【問合先】＝本庁都市計画課景観グループ　  （２３）５１１１（内線３４２３）

南
瀬
の
夫
婦
イ
チ
ョ
ウ（
雄
株
・
雌
株
）

里
町
武
家
屋
敷
跡
の
玉
石
垣

景観重要資産などの紹介

　

ふ
る
さ
と
の
景
観
は
、
先
人
た
ち
が

守
り
・
伝
え
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
未
来

へ
と
引
き
継
ぐ
べ
き
大
切
な
資
産
で
す
。

　

今
回
は
、
本
市
が
指
定
し
て
い
る｢

景

観
重
要
資
産｣

か
ら
南
瀬
の
夫め
お
と婦
イ
チ
ョ

ウ
と
里
町
武
家
屋
敷
跡
の
玉た
ま
い
し
が
き

石
垣
を
紹

介
し
ま
す
。

＊
本
シ
リ
ー
ズ
は
隔
月（
偶
数
月
）掲
載

平佐東小

南瀬小

東郷小

倉野磨崖仏

東郷支所

東郷中

文

文

文

文

南瀬の夫婦イチョウ位置図

南瀬の夫婦イチョウ

267
267

至 さつま町至 川内市街地

国道
県道

里支所

郵便局
里中学校

里小学校

甑島航路「里港」

甑島館甑島観光案内所

里町武家屋敷跡
の玉石垣

里町武家屋敷跡の玉石垣位置図
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